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生化学分野における蛋白質の分離・分析に陰イオン界面活性剤であるドデシル硫酸ナトリウム (S D 
S )は極めて多くの人々によって使用されている。その代表例がSDS ーポリアクリルアミドゲ、ル電気












































S DS ー蛋白質ポリペプチド複合体の参照系として， SDS ーポリエチレンオキシド複合体のSDS
結合量と固有粘度の緩衝液濃度依存性が調べた。 SDS結合量の塩濃度の増大に伴う段階的増大，及び
高い緩衝液濃度におけるそれと固有粘度との相関は， SDS-BSA と同様に認められた。 S DS ー蛋
白質ポリペプチド複合体が示す溶液挙動はその複合体に限らず， SD S ーポリエチレオキシドの様な典
型的な無荷電の合成高分子にも同様に観察される乙とカ濯認された。
4. 論議



















ルを修正した新しいパージョンを提案した。そのモデルにおいては S DS はミセル状で=蛋白質ポリペ
プチドに結合する。塩濃度の増大に伴う複合体のコンフォメーション及びS DS の階段的結合の増大は
ポリペプチド鎖に結合しているミセル状のクラスター聞の静電的相互作用の所産によるものと考えられ






シル硫酸ナトリウム(略称 S DS) であるo 難水溶性の蛋白質に対しても同様の効果を示す。乙の様lと
して生じた S DS 一蛋白質複合体(略称，複合体)は高度に荷電しているために，電場のもとで速やかに
泳動し媒体としてポリアクリルアミドゲ、ルを用いるとサイズにしたがっての効率の良い分離が可能とな





















の実態に迫まることに成功し 8 D8 ーポリアクリルアミドゲ、ル電気泳動の利用者に有益な情報を提供す
ると言う所期の目的を達成したものである。従って，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認め
られる。
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